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活・社会・文化”を総合的に学習する教養色の強い A 系と、被服のことを勉強する B 系が置か
れていた。3 つの独立したカリキュラムをもった大きな学科だったのだ。このうち食物栄養専攻
は、短大の渋谷移転時に、日野に残った生活科学部食生活科学科健康栄養専攻に吸収されると
いう形で学園の中に生き残っていった。これに対して、生活文化専攻はまず B 系が 90 年代の終










みても 3 学科あわせての入学者は 800 人を超えており、四大の入学者を上回る年もあるという実
績を誇っていた。そのことに対応して、私がこの短大に来た頃は、いろんな所で施設拡充・整備
の建築の音が盛んに鳴り響いていた。『学園史』を調べてみても、89 年・短期大学第 2 館増築工
事竣工、90 年・短期大学本館、学生ホール増築工事竣工、短期大学図書館増改築工事完成とい
う記録がある。私が勤めはじめた頃は、まだまだ短大全体が元気一杯で、右肩上りの成長がまだ
実践女子大学短期大学部紀要　短期大学部設立 70 周年記念号（2021）
－ 22 －
まだ続くという期待にみちあふれた時代だったという印象が強い。
その短大の元気さは、たとえば「輝陽祭」「短大運動会」「校外研修」などの短大独自のイベン
トにもよくあらわれていた。それらのイベントのいくつかを実際に経験して、なんてお祭りの多
い学校なのだろうかと、そして祭りに参加する学生たちがなんて元気にあふれているのかと驚
いた記憶がある。これらのイベントは、短大の日野移転（1976 年）とともに始まったものであ
り、四大とは別の独立した神明校地に、多い時には 2 千人近くの在学生を集めた短大の強烈な自
己主張のあらわれであったように思われる。「輝陽祭」の風景、「短大運動会」の風景、そして
「校外研修」の風景が、それに参加した学生たちの元気な姿とともに、私の思い出の中に深く刻
みこまれている。それは私にとって短大時代のとても良い思い出のひとつになっている。
